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 生体防御医学研究所は、生体の恒常性を維持するために重要な「生体防御」を研究の中心に

据え、その制御機構を分子、細胞、個体のレベルで明らかにすると共に、生体防御機構の破綻

による疾患の克服を目指した研究を展開しています。研究所はこれまでにも、生命現象の本質

や疾患発症のメカニズムに迫る多くの優れた成果を発信し、国際的にも高い評価を受けて参り

ました。さらに現在、バイオロジーとテクノロジーの連携をより一層強化することで、多角的

に生体防御システムを解明できる世界的な研究教育拠点を目指して活動しています。 

 本研究所は、1982年4月に九州大学温泉治療学研究所（大分県別府市）と医学部附属癌研究

施設（病院地区）の統合・改組により発足しました。2001年4月には、遺伝情報実験施設の統

合による大幅な再編を実施し、3 研究部門および 2 附属施設、計 20 分野の体制を確立しまし

た。その後、2022年4月にシステム免疫学統合研究センターと高深度オミクスサイエンスセン

ターを新設し、先端医学生物学研究の基盤をさらに強固なものとしました。さらに、2025年4

月より、国際連携部門を新設するとともに、令和7年度概算要求事業の採択に伴い学際生命科

学部門を創設し、グローバルな視点での研究推進と新たな分野創生に挑戦しています。 

 また、本研究所では、最先端の研究機器や支援技術（単一細胞プロファイリング、空間オミ

クス、クライオ電顕、ゲノム編集など）を国内外の研究者に提供し、先進的な実験環境を整備

しています。さらに共同利用・共同研究拠点として、国内外の研究機関と連携し、感染症、が

ん、アレルギー等の疾患発症メカニズムの解明に向けた高精度なビッグデータの収集・解析を

進めています。令和7年度の主な活動状況は以下の通りです。 

 

1. 科学研究費助成事業「基盤研究（Ｓ）」に「消化器疾患における老化リプログラミングの意

義とメカニズムの解明」（研究代表：鈴木淳史教授・器官発生再生学分野）が採択された。 

2. 鈴木淳史教授（器官発生再生学分野）が、第33回木原記念財団学術賞を受賞した。 

3. 国立研究開発法人日本医療研究開発機構(AMED)「肝炎等克服実用化研究事業」に「誘導肝

前駆細胞を用いた革新的肝硬変治療法の開発とその分子機序の解明」（研究代表：鈴木淳

史教授・器官発生再生学分野）が採択された。 

4. 増田隆博主幹教授（分子神経免疫学分野）が、2024年度花王科学賞を受賞した。 

5. 馬場健史主幹教授（メタボロミクス分野）が、第50回井上春成賞を受賞した。 

6. 増田隆博主幹教授（分子神経免疫学分野）が、第1回藤井德夫賞を受賞した。 

7. 佐田亜衣子教授（皮膚再生老化学分野）が、第22回（令和7(2025)年度）日本学術振興会

賞を受賞した。 



8. 中谷財団 第6回（2026年度）長期大型研究助成に「組織分子ダイナミクスによる疾患機

構の4次元解析」（大川恭行所長・生体防御医学研究所）が採択された。 

9. 第66回（令和7年度）東レ科学技術研究助成に「脳特異的制御性T細胞の誘導機構と神

経修復機能の解明」（研究代表：伊藤美菜子准教授・アレルギー防御学分野）が採択され

た。 

10. 先端的な研究を積極的に推進し、発表した学術原著論文の合計は１０４報であった（客員

教授含む）。そのうち、インパクトファクターが１０を越える科学雑誌に掲載された論文

は以下の７編であった。Nature 誌１編（分子神経免疫学分野［増田隆博主幹教授］）、

Immunity誌１編（粘膜防御学分野［澤新一郎教授］）、Nature Commun.誌２編（トランスク

リプトミクス分野［大川恭行教授］）、Nucleic Acids Res.誌２編（バイオメディカル情報

解析分野［長﨑正朗教授］・トランスクリプトミクス分野［大川恭行教授］、情報生物学分

野［須山幹太教授］）、Science Advances誌1編（免疫ゲノム生物学分野［馬場義裕教授］）。 

11. 共同利用・共同研究拠点「多階層生体防御システム研究拠点」として３件の国際共同研究

を含む７９件の共同研究を採択し、実施・支援した。 

12. 第３４回ホットスプリングハーバー国際シンポジウムとして、ASPIRE Glia Symposiumと

の合同による「MIB-ASPIRE Glia International Joint Symposium」を開催した（２０２

５年７月４〜６日、Seminar Room in the Neurocenter, Institute of Neuropathology, 

University of Freiburg, Germany, and online via Zoom）。招待講演者（海外８名、国

内１７名）を迎え、活発な討論が展開された。参加者は約１５０名であった。 

13. 研究所全体の交流の場として、２０２５年７月２２〜２３日に第２７回生医研リトリート

を開催し、１４６名が参加した（メルキュール佐賀唐津リゾート）。活発な議論が行われ、

１８件の口頭発表、２９件のポスター発表が行われ、最優秀口演賞１題、優秀口演賞３題、

最優秀ポスター賞１題、優秀ポスター賞３題、優秀質問賞４件を選出し、表彰した。 

14. 国内外から第一線の研究者を招聘して合計６回の生医研（多階層生体防御システム研究拠

点）セミナーを開催し、活発な討論を行った。そのうち３件は英語で講演・討議が行われ

た。 

 

 国立大学法人の附置研究所においては、最先端かつ独自性の高い最新の基礎研究成果の情報

を発信することはもちろん、社会貢献・国際貢献の活動を社会に対して目に見える形で公開し、

自らアカウンタビリティを全うすることが求められています。これらの課題に適切に対応する

ため、今後とも生体防御医学研究所教員・学生・スタッフ一同、より一層の努力を行う所存で

す。今後とも、ご支援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。 

 

令和８年４月１日 




